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り
、
新
た
な
国
民
国
家
と
そ
の
「
国
史
」
や
「
国
民
文
化
」
が
次
々
に
誕

生
し
た
。

歴
史
や
文
化
は
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
現
れ
で
あ
る
。
や
が
て
私
は
言
語

論
な
ど
の
影
響
も
受
け
な
が
ら
、
日
本
史
や
日
本
文
化
の
相
対
化
、
つ
ま

り
「
日
本
史
」
や
「
日
本
文
化
」
が
そ
う
語
ら
れ
て
い
る
の
は
何
故
か
、

を
前
提
と
し
た
「
日
本
文
化
論
」
の
授
業
を
試
み
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
の
方
法
は
構
造
主
義
的
に
言
葉
の
誕
生
の
具
体
例
の
紹
介
や
、
B=

ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
の
い
う
「
創
ら
れ
た
伝
統
」
を
日
本
近
代
史
に
探
る
こ
と

で
あ
る
。

題
材
と
し
て
は
網
野
善
彦
が
こ
だ
わ
っ
た
「
日
本
」
と
「
天
皇
」
と
い

う
言
葉
を
始
め
と
し
て
、
高
校
生
の
実
存
を
踏
ま
え
て
「
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
と
恋

愛
」、「
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
と
ホ
ワ
イ
ト
デ
ー
」、「
桜
」（
ソ
メ
イ
ヨ
シ

ノ
）・「
鯨
食
」・「
近
代
家
族
」
そ
し
て
「
神
仏
習
合
と
分
離
」
な
ど
で
あ

る
。

二
　�

な
ぜ
神
仏
習
合
と
分
離
な
の
か
︱
鶴
岡
八
幡
宮
寺
を
例
と
し
て
︱

「
神
仏
習
合
と
分
離
」
を
題
材
と
し
た
理
由
は
、
は
じ
め
に
で
紹
介
し

た
湯
殿
山
の
例
の
よ
う
に
、
先
ず
は
「
神
仏
習
合
」
の
忘
却
で
あ
る
。
史

跡
の
景
観
の
歴
史
性
・
政
治
性
と
も
関
連
す
る
が
、
人
は
古
い
神
社
仏
閣

を
見
る
と
そ
れ
を
無
条
件
に
昔
か
ら
の
景
観
と
思
い
込
み
が
ち
で
あ
る
。

次
に
そ
の
記
号
化
で
あ
る
。「
シ
ン
ブ
ツ
シ
ュ
ウ
ゴ
ウ
・
ブ
ン
リ
」
を

は
じ
め
に

「
こ
の
仏
像
、
何
か
意
味
が
あ
る
の
で
す
か
。」

二
〇
一
三
年
の
夏
、
湯
殿
山
神
社
参
籠
所
の
参
詣
者
の
一
団
は
、
神
社

の
景
観
と
雰
囲
気
に
感
激
し
な
が
ら
、
同
所
に
安
置
さ
れ
て
い
た
木
造
胎

蔵
界
大
日
如
来
坐
像
に
つ
い
て
私
に
尋
ね
た
。

今
は
鶴
岡
市
の
青
龍
寺
所
蔵
の
、
か
つ
て
近
く
の
仙
人
沢
行
屋
に
あ
っ

た
旧
湯
殿
山
大
権
現
の
本
地
仏
で
あ
る
と
い
う
、
解
説
文
そ
の
ま
ま
な
私

の
説
明
の
拙
さ
も
あ
り
、
彼
ら
は
今
一
つ
腑
に
落
ち
な
い
様
子
だ
っ
た
。

廃
仏
毀
釈
に
よ
り
本
地
仏
が
湯
殿
山
を
離
れ
て
か
ら
、
一
四
〇
余
年
が

経
過
し
て
い
た
。

一
　
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
（
国
民
主
義
）
と
し
て
の「
国
史
」「
文
化
」「
伝
統
」

一
九
九
〇
年
代
に
は
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
な
ど
各
地
の
民
族
紛
争
に
よ
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歴
史
の
教
科
書
な
ど
で
言
葉
と
し
て
は
知
っ
て
い
て
も
、「
神
仏
習
合
」

こ
そ
、
歴
史
の
事
実
に
お
い
て
「
日
本
の
文
化
や
伝
統
」
で
あ
っ
た
こ
と
、

「
分
離
」
は
多
く
の
地
域
で
起
き
た
決
し
て
誇
張
で
は
な
く
文
化
革
命
や
、

人
々
の
心
性
の
転
換
で
あ
っ
た
こ
と
が
十
分
に
理
解
さ
れ
て
い
な
い
、
と

私
は
経
験
的
に
強
く
感
じ
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
を
鶴
岡
八
幡
宮
寺4

を
例
に
考
え
て
み
た
い
。
そ
の
簡
単
な
歴

史
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

［
一
〇
六
三
年
］

源
頼
義
が
建
立
、
以
後
一
四
五
年
間
は
「
鶴
岡
八
幡
宮
」
の
時
代
。

［
一
二
〇
八
年
］

神
宮
寺
が
創
建
さ
れ
、
以
後
六
六
二
年
間
は
「
鶴
岡
八
幡
宮
寺
」

の
時
代
。
例
え
ば
公
暁
は
八
幡
宮
寺
の
「
別
当
」
つ
ま
り
社
僧
や
供

僧
の
長
で
あ
っ
た
。

二
〇
一
一
年
の
秋
、
八
幡
宮
内
の
鎌
倉
国
宝
館
で
は
『
特
別
展
鎌

倉
×
密
教
』
が
開
催
さ
れ
、
密
教
を
そ
の
根
幹
と
し
た
中
世
の
八
幡

宮
寺
の
旧
本
地
仏
の
十
一
面
観
音
菩
薩
坐
像
な
ど
、
習
合
関
係
の
品

も
多
数
展
示
さ
れ
て
い
た
。

境
内
北
西
の
道
端
に
は
八
幡
宮
の
別
当
寺
で
あ
っ
た
二
十
五
坊
跡

の
碑
が
建
ち
、
幕
末
に
イ
ギ
リ
ス
の
Ｆ=

ベ
ア
ト
が
撮
影
し
た
大
塔

な
ど
、
破
壊
さ
れ
る
前
の
旧
境
内
の
写
真
も
今
日
で
は
よ
く
知
ら
れ

て
い
る
。

宝
物
殿
に
は
「
若
宮
大
権
現
」
な
ど
の
扁
額
が
あ
り
、
祭
礼
絵
巻

に
は
多
く
の
他
の
神
社
と
同
様
、
供
僧
た
ち
の
列
が
描
か
れ
て
い
る
。

［
一
八
七
〇
年
］

廃
仏
毀
釈
で
神
宮
寺
は
廃
絶
。
二
〇
一
四
年
の
今
日
ま
で
一
四
四

年
間
、
再
び
「
鶴
岡
八
幡
宮
」
の
時
代
。

今
日
の
鶴
岡
八
幡
宮
の
一
般
的
な
歴
史
認
識
は
、「
頼
朝
以
来
の
景
観

を
留
め
る
日
本
文
化
の
典
型
」
で
あ
ろ
う
。
だ
が
そ
の
時
、
八
幡
宮
寺4

の

時
代
が
ほ
と
ん
ど
忘
却
さ
れ
た
、
帚
木
蓬
生
の
い
う
「
架
空
の
物
語
を
押

し
つ
け
ら
れ
て
い
る
」
よ
う
な
違
和
感
を
感
じ
る
の
は
、
私
だ
け
で
は
な

鶴岡八幡宮大塔（F・ベアト撮影，厚木市郷土資
料館蔵）
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い
は
ず
で
あ
る
。

明
治
半
ば
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
確
立
に
よ
り
、「
日
本
文
化
」
と
い

う
概
念
も
成
立
し
た
。
神
仏
習
合
に
限
ら
ず
、
そ
の
歴
史
性
を
踏
ま
え
た

「
日
本
文
化
論
」
で
な
け
れ
ば
、
自
分
も
授
業
で
「
架
空
の
物
語
」
を
再

生
産
す
る
こ
と
に
な
る
、
と
思
う
の
で
あ
る
。

三
　
神
仏
習
合
・
分
離
史
跡
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

近
年
で
は
山
川
出
版
社
の
『
歴
史
散
歩
』
シ
リ
ー
ズ
を
始
め
、
地
方
史

関
係
の
書
籍
や
ネ
ッ
ト
上
で
も
神
仏
分
離
・
習
合
に
つ
い
て
の
情
報
が
充

実
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
以
下
で
は
、
授
業
と
関
連
さ
せ
た
こ
だ
わ
り
の

実
践
例
を
い
く
つ
か
紹
介
し
て
み
た
い
。

［
千
葉
県
関
係
］

①
香
取
神
宮
別
当
寺
の
金
剛
宝
寺
跡
地

現
在
は
一
面
竹
藪
に
な
っ
て
い
る
が
、
神
宮
の
祖
霊
社
内
に
手
水

石
と
二
体
の
石
仏
が
残
る
。

香
取
市
内
の
観
福
寺
に
は
、
旧
本
地
仏
の
懸
仏
が
あ
る
。

二
〇
一
三
年
の
初
夏
、
国
学
院
大
学
博
物
館
の
『
祭
礼
絵
巻
に
み

る
日
本
の
こ
こ
ろ
』
展
で
は
香
取
神
宮
神
幸
祭
絵
巻
が
展
示
さ
れ
、

そ
の
解
説
文
に
よ
る
と
、
絵
巻
に
は
他
に
神
宮
寺
や
金
剛
力
士
の
場

面
も
あ
る
そ
う
で
あ
る
。

余
談
で
あ
る
が
、
現
本
殿
が
一
九
四
〇
年
に
完
成
し
た
と
い
う
事

神仏分離・習合授業の実践（山川出版社『新日本史B』P238「神道とキリスト教」板書事
項案の一部）
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実
が
示
す
よ
う
に
、
神
宮
は
ケ
ネ
ス=

ル
オ
フ
の
い
う
「
紀
元

二
六
〇
〇
年
」
の
景
観
で
も
あ
る
。

②
大
山
不
動
尊
（
鴨
川
市
）

正
確
に
は
高
蔵
神
社
。
廃
仏
で
毀
さ
れ
た
の
か
、
参
道
沿
い
の
石

仏
群
と
、
神
社
の
一
社
殿
と
し
て
残
っ
た
通
称
の
由
来
で
あ
る
旧
不

動
堂
の
存
在
は
、
残
存
し
て
い
る
こ
と
自
体
が
貴
重
と
い
え
る
。

［
修
学
旅
行
・
遠
足
関
係
］

①
宮
島
の
大
聖
院
（
広
島
県
）

厳
島
神
社
の
旧
別
当
寺
で
、
本
地
仏
の
十
一
面
観
音
像
を
安
置
し

て
い
る
。
な
お
、
厳
島
神
社
に
も
五
重
塔
や
旧
千
畳
閣
（
現
豊
国
神

社
）
な
ど
、
仏
教
関
連
の
建
築
物
が
残
る
。

二
〇
〇
八
年
、
当
時
勤
務
し
て
い
た
千
葉
県
有
数
の
進
学
校
で
の

修
学
旅
行
の
際
、
習
合
の
十
分
な
事
前
学
習
の
甲
斐
な
く
、
厳
島
神

社
見
学
の
後
で
一
キ
ロ
余
り
の
坂
道
を
大
聖
院
ま
で
登
っ
た
の
は
、

三
二
〇
名
の
生
徒
の
中
の
十
数
人
だ
っ
た
。
私
が
「
国
民
」
レ
ヴ
ェ

ル
で
習
合
の
忘
却
を
確
信
し
た
経
験
の
一
つ
で
あ
る
。

ま
た
厳
島
神
社
の
み
と
、
大
聖
院
に
も
参
詣
す
る
人
数
を
比
較
し

た
ら
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、
性
格
が
類
似
す
る
日
光
東
照
宮

と
輪
王
寺
を
同
じ
よ
う
に
比
較
し
た
ら
如
何
で
あ
ろ
う
か
。

②
興
福
寺
関
係
（
奈
良
県
）

廃
仏
毀
釈
の
風
潮
の
な
か
「
五
重
塔
が
二
束
三
文
で
も
買
い
手
が

付
か
な
か
っ
た
」
と
い
う
言
説
が
有
名
で
あ
る
。

奈
良
地
方
裁
判
所
は
主
要
な
塔
頭
の
一
乗
院
の
跡
で
あ
り
、
唐
招

提
寺
に
移
築
さ
れ
た
御
影
堂
は
そ
の
遺
構
で
あ
る
。
ま
た
、
奈
良
ホ

テ
ル
に
隣
接
す
る
旧
大
乗
院
庭
園
に
は
、
明
治
十
五
・
六
年
頃
ま
で

主
要
塔
頭
の
大
乗
院
の
建
物
が
残
っ
て
い
た
と
い
う
。
あ
と
一
五
年

ほ
ど
残
れ
ば
、「
国
宝
」
観
念
の
成
立
で
保
存
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。

③
談
山
神
社
（
奈
良
県
）

京
都
の
聖
護
院
が
別
当
だ
っ
た
旧
多
武
峰
の
妙
楽
寺
で
あ
る
。
東

大
門
の
先
の
参
道
と
石
垣
上
に
は
、
塔
頭
跡
地
が
残
る
。

秘
仏
の
談
峯
如
意
輪
観
音
像
が
旧
講
堂
の
神
廟
拝
所
に
安
置
さ
れ
、

有
名
な
十
三
重
塔
を
筆
頭
に
境
内
全
域
に
習
合
時
代
の
雰
囲
気
が
濃

厚
に
漂
っ
て
い
る
。

④
江
ノ
島
神
社
（
神
奈
川
県
）

江
ノ
島
入
口
の
青
銅
製
の
大
鳥
居
に
は
、「
願
主
下
之
坊
」
や

「
新
吉
原
」
建
立
と
刻
字
さ
れ
て
い
る
。
旧
別
当
寺
の
岩
本
院
が
旅

館
と
し
て
残
っ
た
の
が
岩
本
楼
で
あ
る
。

旧
下
之
宮
の
辺
津
宮
の
本
地
堂
跡
に
宝
物
殿
が
あ
り
、
隣
の
八
坂

神
社
は
旧
天
王
社
で
あ
る
。
旧
上
之
宮
の
中
津
宮
に
は
旧
楼
門
建
立

の
碑
が
あ
り
、
一
八
七
三
年
に
破
壊
さ
れ
た
と
説
明
が
あ
る
。

腰
越
の
小
動
神
社
は
、
一
九
三
〇
年
の
太
宰
治
心
中
事
件
の
現
場

で
あ
る
が
、
江
戸
時
代
ま
で
は
八
王
子
大
権
現
で
あ
り
、
牛
頭
天
王
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も
祀
っ
て
い
た
。
境
内
の
石
鳥
居
に
は
、「
別
当　

隆
之　

進
求
之
」

と
刻
字
が
あ
る
。

⑤
熊
野
三
山
（
和
歌
山
県
）

熊
野
本
宮
の
参
道
に
は
、
数
多
の
「
熊
野
権
現
」
の
幟
が
翻
え
る
。

だ
が
、「
権
現
」
や
「
牛
頭
天
王
」
な
ど
の
「
仏
語
」
を
禁
止
（
現

に
「
牛
頭
天
王
」
は
消
滅
）
し
た
、
一
八
六
八
年
三
月
二
八
日
付
け

の
神
祇
官
事
務
局
達
は
、
現
在
ど
う
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

仮
に
無
効
と
し
て
、「
権
現
」
な
ら
阿
弥
陀
如
来
が
本
地
の
、
今

も
理
念
上
は
仏
教
関
係
施
設
と
い
う
自
己
認
識
、
と
理
解
し
て
よ
い

の
か
。
そ
れ
と
も
さ
り
気
な
く
習
合
が
復
活
し
て
い
る
、
と
素
直
に

考
え
れ
ば
よ
い
の
か
。

⑥
戸
隠
神
社
（
長
野
県
）

明
治
に
い
た
る
ま
で
戸
隠
山
顕
光
寺
で
あ
り
、
有
名
な
古
道
沿
い

に
は
十
二
の
院
坊
跡
の
石
垣
や
、
大
講
堂
跡
・
観
音
堂
跡
の
礎
石
が

残
っ
て
い
る
。

⑦
湯
殿
山
神
社
（
山
形
県
）
関
連

そ
の
別
当
を
勤
め
た
四
寺
の
う
ち
、
注
連
寺
と
大
日
坊
は
今
日
も

寺
と
し
て
存
在
す
る
。

本
道
寺
は
口
之
宮
湯
殿
山
神
社
と
な
り
、
大
日
寺
は
一
八
七
五
年

に
大
井
沢
湯
殿
山
神
社
と
改
称
さ
れ
た
が
、
一
九
〇
三
年
の
大
火
で

ほ
ぼ
全
焼
し
た
そ
の
旧
境
内
は
、
大
寺
院
の
跡
地
で
あ
る
こ
と
が
一

目
瞭
然
で
あ
る
。

⑧
出
羽
神
社
（
旧
寂
光
寺
、
山
形
県
）

随
神
門
は
旧
仁
王
門
で
あ
り
、
有
名
な
五
重
塔
は
破
壊
を
免
れ
て

残
っ
た
も
の
。

一
の
坂
を
上
っ
た
本
坊
（
旧
宝
前
院
）
跡
周
辺
に
は
、
歴
代
別
当

や
高
僧
の
墓
が
散
在
し
て
い
る
。『
奥
の
細
道
』
の
芭
蕉
句
碑
が
あ

る
南
谷
の
旧
紫
苑
寺
跡
の
庭
園
は
、
近
年
発
掘
・
整
備
さ
れ
た
。

山
上
の
齋
館
は
唯
一
残
っ
た
修
験
の
院
坊
の
旧
華
蔵
院
で
あ
り
、

館
内
に
は
か
つ
て
の
「
羽
黒
三
所
大
権
現
」
の
扁
額
が
掛
か
る
。

三
神
合
祭
殿
は
旧
本
堂
で
あ
る
。
歴
史
博
物
館
の
多
数
の
佐
藤
仏

像
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
散
逸
し
た
寂
光
寺
の
仏
像
を
収
集
し
た
も
の
。

修
験
者
を
承
認
し
た
「
寂
光
寺
」
別
当
の
署
名
印
入
り
の
補
任
状
な

ど
各
種
文
書
が
、
神
仏
習
合
の
時
代
を
明
瞭
に
物
語
る
。

近
隣
の
荒
沢
寺
が
旧
奥
の
院
で
あ
り
、
羽
黒
山
修
験
本
宗
と
し
て

残
り
、
神
仏
習
合
の
修
験
者
の
修
行
が
今
も
行
わ
れ
て
い
る
。

お
わ
り
に
　「
徒
然
草
第
五
二
段
」
に
つ
い
て

「
仁
和
寺
に
あ
る
法
師
」

　

仁
和
寺
に
あ
る
法
師
、
年
寄
る
ま
で
石
清
水
を
拝
ま
ざ
り
け
れ
ば
、

心
憂
く
お
ぼ
え
て
、
あ
る
と
き
思
ひ
立
ち
て
、
た
だ
ひ
と
り
徒
歩
よ

り
ま
う
で
け
り
。
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極
楽
寺
、
高
良
な
ど
を
拝
み
て
、
か
ば
か
り
（
八
幡
宮
へ
の
お
参

り
は
こ
れ
だ
け
だ
）
と
心
得
て
帰
り
に
け
り
。

　

さ
て
、
か
た
へ
の
人
に
会
ひ
て
、「
年
ご
ろ
思
ひ
つ
る
こ
と
果
た

し
は
べ
り
ぬ
。
聞
き
し
に
も
過
ぎ
て
（
八
幡
大
神
の
御
神
威
を
）
尊

く
こ
そ
お
は
し
け
れ
。
そ
も
、
参
り
た
る
人
ご
と
に
山
へ
登
り
し
は
、

何
事
か
あ
り
け
ん
。
ゆ
か
し
か
り
し
か
ど
、
神
へ
参
る
こ
そ
本
意
な

れ
と
思
ひ
て
、
山
ま
で
は
見
ず
。」
と
ぞ
言
ひ
け
る
。

少
し
の
こ
と
に
も
先
達
は
あ
ら
ま
ほ
し
き
こ
と
な
り
。

�

＊
（　

）
内
の
口
語
訳
は
石
清
水
八
幡
宮
の
Ｈ
Ｐ
か
ら
。

歴
史
上
の
文
脈
で
は
「
八
幡
大
菩
薩
」
で
あ
る
の
を
、「
八
幡
大
神
」

と
し
て
い
る
の
は
神
仏
習
合
の
忘
却
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

石
清
水
八
幡
宮
は
そ
の
全
域
が
鶴
岡
と
同
様
、
本
来
は
八
幡
宮
寺
で
あ

る
。
山
頂
の
本
殿
に
至
る
参
道
に
は
松
花
坊
跡
な
ど
随
所
に
諸
坊
跡
が
あ

り
、
本
殿
の
奉
納
石
塔
群
に
は
「
○
○
坊
」
の
刻
字
も
残
る
。

徒
然
草
五
二
段
は
、
素
直
に
読
め
ば
驚
き
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。
仁
和

寺
と
い
う
名
刹
の
一
僧
侶
に
と
っ
て
さ
え
、
極
楽
寺
（
一
八
六
八
年
一
月
、

鳥
羽
伏
見
の
戦
い
で
焼
失
）
と
い
う
別
当
寺
は
、「
聞
き
し
に
も
過
ぎ
て

尊
」
か
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
例
に
倣
え
ば
、
今
日
私
た
ち
は
逆
に
現
存
す
る
石
清
水
八
幡
宮
の

「
山
」
ば
か
り
を
見
て
（
教
え
て
）、「
か
ば
か
り
と
心
得
」
て
は
い
な
い

だ
ろ
う
か
。

た
だ
し
、
神
仏
習
合
の
痕
跡
を
感
じ
る
た
め
に
は
「
少
し
の
こ
と
に
も

先
達
」
と
、
好
奇
心
が
「
あ
ら
ま
ほ
し
き
こ
と
」
な
の
は
云
う
ま
で
も
な

い
。

�

（
す
ぎ
や
ま
・
よ
し
ひ
ろ
／
千
葉
県
立
松
戸
六
実
高
等
学
校
）


